





































































































第 2 古I~では，第 3 挙で韓国現代自動車の蔚山工場と牙山士場，第 4 章ではトヨタ自動車田原T場と宮田
工場，第5章ではボルボ自動車トシュランダ工場，カルマル工場そしてウデパラ.J.:場について， それぞれ
の国の産業政策，労使関係，文化などの構造的諸条件のドで，生産性・「柔軟性」が生産システムの中に
どのように展開されているかを詳細に検討している。そして，比較分析の結果. コンベア牛.産の廃止と自
律的チーム労働を基本とするボルボ・ウデパラ方式がもっとも fトータルな柔軟性」を重視した生産シス
テムであること， I働く人が自分自身の窓味を見いだし，自分を発展させることができるようなシステム」
をめざした牛.康システムであること，いわば次世代生産システムはこのような意味での「人間性」と「生
産性Jとを向立させるものでなければならないと結論づける。
3) 本論文の特徴と評価。本論文の特徴は.第lに理論的フレームワークの独創性にあるG 生産システム
における「生践性」と「人間性」という背反的とされてきた概念、を両立させるために， I柔軟性lというキー
ワードのもとにこれを統合しようとする著者の理論構築は，諸概念の一層の検討によって理論的深化を計
ることができるであろう。第2に，曽富な文献研究と実態調査にある。とりわけ実証研究については，多くの
国際的な実態調査・資料研究によって生産システムの実態を非常に詳細にトレースしている。 ーつの論文
でこれだけ詳細に比較分析した努力は高く評価される。第3に，個別実態研究と設定した即.論的フレーム
ワークとを結びつけるための論述の方法はきわめて徹密でー・貫性があり，著者の主張点がきわめて理論的
に述べられていることである。本論文が次世代生高システム研究に大いに寄与するものであることか明解できる。
本論文に関する以上の評価から，審査委員会は.一致して本論文が博士(経営学〉の学位授与に相応し
いものであると'1附iした。
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